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残
暑
突
入
ノ
今
年
の
耳
は
、
厳
し
い
暑
さ
が
続
き
、
最
高
三
十
度
以
よ
の
真
夏
日

(七
月
中
)
が
二

十
五
日
間
、
最
低
気
温
二
十
五
度
以
上
の
熱
帯
夜
(
七
月
中
)
が
二
十
日
間
と
い
う
異
状
気
象
で
す
。

八
月
三
日
に
は
東
京
で
三
九
・
一
度
と
い
う
気
象
庁
始
ま
っ
て
以
来
の
気
温
を
記
録
し
て
い
ま
す
。
こ

の
暑
さ
の
た
め
、
冷
た
い
物
ば
か
り
飲
ん
で
い
た
夏
パ
テ
の
人
に
は
、
こ
れ
か
ら
の
残
暑
が
、

H

と
ど

め
の
一
撃
。
に
芯
り
そ
う
で
す
。
そ
れ
で
は
、
互
パ
テ
か
ら
の
回
復
術
を
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

涼
し
い
場
所
で
ゆ
っ
く
り

過
去
三
十
年
間
の
八
月
の
最

高
気
温
は
、
平
均
値
が
三
十
・

八
度
で
、
相
対
湿
度
は
七
五
軒

で
す
。
こ
れ
は

「熱
帯
」
と
あ

ま
り
変
わ
ら
な
い
気
候
で
す
。

道
理
で

「冷
た
い
物
ば
か
り

飲
む
」
「
暑
く
て
食
べ
る
気
が

し
な
い
」
「
疲
れ
や
す
い
」
と、

思
い
な
が
ら
働
い
て
お
ら
れ
る

方
が
多
か
っ
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
こ
の
よ
う
な
生
活

で
は
夏
パ
テ
に
な
り
ま
す
。
そ

れ
で
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
の
で

し
ょ
う
。

冷房病の疑い

①冷房している部屋に

いることが多く、 しか

も 冷房 を 「害 いJと感

じることガ多い人

徴量栄養素欠乏症

②食欲ガ落ち込み、そ

うめんぐらいしか食べ

だくない人 軽
井
沢
や
北
海
道
へ
行
っ
て

馬
に
乗
っ
た
り
、
キ
ャ
ン
プ
を

し
た
り
、
本
を
読
ん
だ
り
し
て

「涼
し
い
と
こ
ろ
で
ゆ
っ
く
り

過
ご
す
」
の
が

一
番
で
す
。

し
か
し
、
現
実
に
は
、
避
暑
に

行
貯
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
夏

パ
テ
を
防
ぐ
に
は
ま
ず
、
自
分

の
夏
パ
テ
が
ど
の
タ
イ
プ
か
、
次

の
表
で
自
己
分
析
を
し
て
み
て

下
さ
い
。

耳
パ
テ
は
、
だ
る
い
、
疲
れ

や
す
い
、
食
欲
が
な
い
、
こ
の

三
態
で
す
。

③轡くてたまらないが

①も@も山当主主りガな

い 人

ーの
冷
房
病
を
疑
え

日
が
ジ
リ
ジ
リ
と
照
り
つ
甘

る
戸
外
か
ら
、
冷
房
が
き
い
た

涼
し
い
室
内
に
入
っ
た
と
き
の

心
地
よ
さ
は
、
至
上
の
も
の
で

す
。
し
か
し
、
冷
や
し
過
ぎ
は

禁
物
で
す
。
冷
や
し
過
ぎ
に
よ

る
体
の
不
調
は
、
耳
パ
テ
と
は

別
に

「冷
房
病
」
に
な
り
ま

す
。
冷
房
病
の
典
型
的
な
症
状

は
、
夏
パ
テ
の

一
般
的
な

「だ

る
さ
」
の
ほ
か
に
、

「手
足
の

だ
る
さ
や
し
び
れ
」
「
体
の
ほ

て
り
」

「の
ど
の
痛
み
」

「皮

膚
の
荒
れ
」
「
神
経
痛
」
「
生

理
不
順
」
な
ど
で
す
。

こ
の
よ
う
な
症
状
が
あ
る
場

合
は
、
冷
房
病
を
疑
う
べ
き
で

す。

具
体
的
に
は
、
冷
房
で
体
の

表
面
の
温
度
が
下
が
る
こ
と
に

よ
り
、
毛
細
血
管
が
収
縮
し
、

全
身
的
な
血
行
不
良
が
起
き
る

こ
と
が
、
冷
房
病
の
主
な
原
因

で
す
。外

気
温
差
は
七
度

冷
房
病
や
夏
パ
テ
の
原
因

は
、
冷
や
し
過
ぎ
と
大
き
な
温

度
差
で
す
。
そ
れ
に
は
適
切
な

室
温
が
大
切
で
、
ク
ー
ラ
ー
が

あ
る
家
庭
や
オ
フ
ィ
ス
で
は
、

外
気
温
と
の
差
を
七
度
以
内
に

す
る
の
が
目
安
で
す
。
ま
た
、

温
度
差
が
七
度
以
内
で
も
「
冷

え
過
ぎ
危
険
温
度
が
二
十
四
度

以
下
」
に
し
な
い
よ
う
心
掛
け

る
べ
き
で
し
ょ
う
。

全
館
冷
一尉
シ
ス
テ
ム
で
、
温

度
設
定
が
自
由
に
な
ら
な
い
場

合
は
、
冷
気
の
吹
き
出
し
口
の

方
向
を
変
え
る
な
ど
、
直
接
冷

気
に
当
た
ら
な
い
工
夫
や
厚

着
、
ひ
ざ
掛
け
使
用
な
ど
、
体

を
冷
や
さ
な
い
努
力
が
大
切
で

す
。
さ
ら
に
、
時
々
、
数
分
間

体
を
動
か
し
た
り
、
家
に
帰
っ

た
ら
、
ぬ
る
め
の
ふ
ろ
に
入

り
、
軽
く
手
足
を
マ
ッ
サ
ー
ジ

す
る
な
ど
、
血
行
を
回
復
さ
せ

る
努
力
を
し
ま
し
ょ
う
。

栄
養
素
欠
乏
症

冷
房
病
に
は
心
当
た
り
が

な
い
が
、
そ
れ
で
も
夏
パ
テ
状

態
が
激
し
い
と
い
う
方
が
お
ら

れ
る
で
し
ょ
う
。
例
え
ば
、
だ

る
い
、
疲
れ
や
す
く
な
っ
た
と

い
う
夏
パ
テ
症
状
の
ほ
か
に
、

「顕
が
置
い
」
「
め
ま
い
や
耳

鳴
り
が
す
る
」
「
夏
前
は
平
気

だ
っ
た
の
に
、
駅
の
階
段
を
よ

ど
う

8

が
る
と
動
惇
や
息
切
れ
が
激
し

い
」
な
ど
と
い
う
症
状
で
す
。

こ
れ
は
)
微
量
栄
養
素
欠
乏

症
の
初
期
症
状
で
す
。
体
が
正

常
に
機
能
す
る
た
め
に
、
不
可

欠
な
栄
養
紫
が
不
足
す
る
と

起
き
る
病
気
で
す
。
監
は
わ
ず

か
で
も
よ
い
が
ビ
タ
ミ
ン
な
ど

バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
栄
養
を
と
る

と
と
が
大
切
で
す
。

多
口
∞
種
少
量
食

立
パ
テ
は
、
食
欲
不
振
か
ら

軽
度
の
微
量
栄
袈
紫
欠
乏
症
に

な
り
、
さ
ら
に
疲
れ
が
た
ま
る

と
夏
パ
テ
が
進
行
す
る
と
い
う

悪
循
環
に
お
ち
入
り
ま
す
。

悪
循
環
か
ら
脱
出
す
る
道
は

バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
食
事
以
外
に

あ
り
ま
せ
ん
。
よ
く
い
う

一
回

三
十
品
目
で
す
。

三
十
品
目
に

こ
だ
わ
ら
な
く
て
も
、
で
き
る

だ
け
多
種
類
の
食
べ
物
を
食
べ

て
い
れ
ば
大
丈
夫
で
す
。
食
欲

が
な
け
れ
ば
、
多
種
類
を
少
し

ず
つ
、
つ
ま
り
、
多
品
種
少
量

食
を
行
う
べ
き
で
す
。

ゆ
っ
く
り
休
む

夏
パ
テ
の
も
う
一
つ
の
対
策

は
、
イ
ラ
ス
ト
の
よ
う
に
ゆ
っ

く
り
す
る
と
と
で
す
。
体
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
も
落
ち
る
立

は
、
仕
事
も
家
事
も
そ
ご
そ
こ

に
す
ま
せ
、
ゆ
っ
く
り
休
む
こ

と
が
大
切
で
す
。
ま
た
、
規
則

正
し
い
生
活
と
、
よ
く
食
べ
、

よ
く
運
動
し
、
よ
く
寝
る
こ
と

で
す
。
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い
合
わ
せ
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闘
芸
科
学
科
三
年
の
伊

藤
弘
美
君
(
其
土
)
は、

パ
ラ
農
家
の
後
継
者
と
し

て
将
来
の
経
営
孜
善
を
考

h
p

ぇ
、
オ
ラ
ン
ダ
で
開
発
さ

砂

‘
 

‘

れ
た
「
緑
枝
接
ぎ
挿
し
法
」

叫

に
よ
る
菌
作
り
の
実
用
化

一

を
研
究
し
ま
し
た
。

一

パ
ラ
の
苗
は
普
通
、
接

一
ぎ
木
や
挿
し
木
で
作
り
ま

一

す
が
、
乙
の
新
方
法
は
、

一
技
術
的
に
簡
単
な
挿
し
木

一

と
、
強
い
苗
の
で
き
る
接

一
ぎ
木
の
両
方
の
長
所
を
生

一
か
し
た
方
法
で
す
。

一

伊
藤
君
の
父
親
が
平
成

一

四
年
、
オ
ラ
ン
ダ
へ
パ
ラ

一

栽
培
の
視
察
研
修
に
行
つ

一

た
時
に
こ
の
技
術
を
学
ん

一

で
き
て
お
り
、
話
を
聞
い

一

た
伊
藤
君
は
、
こ
の
技
術

一

の
実
用
化
に
よ
っ
て
経
営

一

改
善
が
で
き
る
の
で
は
と

一

思
い
立
ち
、
担
当
の
松
山

一

先
生
と
相
談
、
研
究
が
始

一

ま
り
ま
し
た
。

-h
昨
年
の
七
月
、
台
木
と

1.
 

挿
し
床
材
の
比
較
試
験
か

ら
開
発
、
九
月
に
は
新
技

術
に
よ
る
苗
を
ハ
ウ
ス
に

植
え
付
け
、
十
二
月
か
ら

咲
き
始
め
た
花
の
収
量
と

品
質
を
細
か
く
調
査
し
ま

し
た
。
そ
の
結
果
、
挿
し

木
に
よ
る
栽
培
よ
り
収

泣
が
多
く
、
花
の
色
合
い

な
ど
品
質
も
良
い
こ
と
が

分
か
り
ま
し
た
。

伊
藤
君
は
こ
れ
ら
の
成

果
を
、
ク
ラ
ブ
仲
間
の
協

力
を
得
て
ス
ラ
イ
ド
に
ま

と
め
、
七
月
十
四
日
の
県

学
校
民
業
ク
ラ
ブ
発
表
会

で
、
最
優
秀
と
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
食
品
化
学
科

三
年
土
屋
治
美
さ
ん
(
小

田
原
市
)
の
「
廃
油
か
ら

の
油
か
す
作
り
」
も
最
優

秀
と
な
り
、
八
月
二
十
五

日
に
群
馬
県
前
橋
市
で
開

催
さ
れ
る
関
東
大
会
に
そ

ろ
っ
て
出
場
し
ま
す
。

農
業
ク
ラ
ブ
の
十
八
人

の
部
員
は
、
農
家
の
後
継

者
も
多
く
、
皆
し
っ
か
り

と
し
た
目
的
意
識
を
持
っ

て
、
研
究
に
励
ん
で
い
ま

す。
さ
わ
や
か
な
笑
顔
に
こ

れ
か
ら
の
農
業
の
明
る
い

未
来
を
見
て
、
頼
も
し
く

感
じ
ま
し
た
。
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美
術
館
で
は
、
企
画
展
「
近

藤
弘
明
展
」
を
九
月
十
一
日

(
日
)
ま
で
開
催
し
て
い
る
。

近
代
日
本
画
界
に
異
彩
を
放

つ
近
藤
弘
明
氏
は
、
大
正
十
三

年

に

東

京

下

谷

の

寺

院

に

生

ま

第

十

七

回

平

塚

市

展

の

入

口

れ
た。

東
京
美
術
学

校

の

日

本

作

品

が

決

ま

っ

た

。

主

な

入

賞

画
科
に
学
び
、

山
本

丘

人

氏

に

者

は

次

の

と

お

り

。

(

敬

称

略

)

師
事
。
そ
の
後
、
仏
教
的
な
想

【書
道
】
出
品
卯
点

念
に
貨
か
れ
た
、
浄
土
を
思
わ
美
術
館
で
は
、
優
れ
た
芸
術
ぜ
ひ
ご
来
場
を
。

・
市
展
大
口
佐
野
圭
雪
(
平
監
査
要
員
の
小
宮
鹿
司
氏
、

せ
る
神
秘
的
な
作
品
を
発
表
し
作
品
を
収
集
し
、
常
設
展
で
紹
マ
湘
南
ゆ
か
り
の
作
家
椿
貞
塚
)
、
市
長
賞
自
鹿
光
秋
(
平
神
部
禎
夫
氏
、
奥
山
晴
治
氏
か

続
け
、
異
色
の
日
本
画
家
と
し

介
し

て

い

る

。

雄

の

肖

像

作

品

5
点
な
ど
塚
)
、
市
議
会
議
長
賞
小
宮
ら
定
期
監
査
の
結
果
の
報
告
が

て
確
固
た
る
地
位
を
得
る
に
至
十
月
二
十
二
日
(
土
)
ま
で

マ
安
回

収

彦

宮

本

武

蔵

を

描

山

香

闘

(

花

水

台

)

あ

っ

た

の

で

公

表

す

る

。

っ
た
。
こ
の
間
、
昭
和
五
十
年
の
常
設
展
示
は
、
新
所
蔵
品
を
い
た
作
品
な
ど
7
点

(日
本
画

【工
芸
】
出
品
目
点

マ
監
査
公
表
第
日
号
①
対
象

に
は
日
本
芸
術
大
貨
を
受
賞
す
含
め
百
点
の
作
品
を
展
示
中
。
は

8
月
幻
自
に
入
れ
替
え
る
)

・
市
展
大
賞
山
田
秀
雄
(
下
管
財
課
に
お
げ
る
公
有
財
産
の

時

泊

分

曜

日

、

後

期

全

ロ

回

マ
講
師
日
本
工
芸
会
正
会
員

・
時

間

午

後

1
時
初
分

3
3

藤

塚

松

昼

氏

時

却

分

マ

受

講

料

一

万

二

千

円

マ

講

師

四

条

丸

山
派
水
墨
画

【水
墨
画
教
室
}
募

集

日

人

家

櫛

谷

純

国

氏

マ
臼
程

毎
月
第
1
・
第
3
日

マ

受

講

料

一

万

二
千
円

(2) 平成6年 8月寸 5日広報ひらつか

市
民
セ
ン
タ
ー
で
は
、
十
月

か
ら
新
た
に
開
講
ず
る
カ
ル
チ

ャ
ー
教
室
の
受
講
生
、
お
よ
び

四
月
か
ら
開
講
し
て
い
る
教
室

の
追
加
受
講
生
を
募
集
す
る
。

申
し
込
み
は
、
は
が
き
に
教

室
名
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

職
業
、
電
話
番
号
を
記
入
の
う

え
九
月
九
日
(
金
)
ま
で
に

一Tm平
塚
市
見
附
町
十
五

l
一

市
民
セ
ン
タ
ー
内
ひ
ら
つ
か
カ

ル
チ

ャ
ー
事
業
運
営
委
口
会

(
電
話
ロ
|
二
二
三
五
)
へ
。

申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽

せ
ん
。
期
間
は
い
ず
れ
も
三
月

ま
で
。
受
蹄
料
は
教
材
質
別
。

-m月
か
ら
始
ま
る
教
室

【
タ
イ
ル
ア
l
ト
入
門
】

募
集

却
人工

芸
用
タ
イ
ル
を
使
い
簡
単

で
美
し
い
ア
l
ト
を
創
作
す
る

マ
日
程

毎

月

第
1
・
第
3
水

曜
日
、
全
ロ
回

第 533雪

午
後
1
時
却
分

1
3

-
時
間

時
却
分

マ
講
師
日
本
芸
術
家
協
会
会

員
露
木
秀
泉
氏

マ
受
講
料

一
万
二
千
円

【素
顔
の
作
家
た
ち
]
募
集
叩

人
個
性
あ
る
作
家
、
作
品
を
取

り
上
げ
、

そ
の
本
音
に
迫
る

マ
日
程

毎
月
第
2
・
第
4
土

昭
目
、
全
ロ
回

・時
間
午
前
叩
時

i
u
時
初
分

マ
講
師
元
中
央
公
論
社
編
集

局
次
長
尾
島
政
雄
氏

マ
受
講
料

一
万
二
千
円

.
継
続
の
教
室
の
追
加
募
集

{
松
尾
芭
蕉
の
句
と
俳
文
と
手

紙】

募
集
日
人

マ
日
程
毎
月
第
1
・
第
3
水

曜
日
、
後
期
全
日
回

・
時

間

午

前
日
時

S
U時

マ
講
師
湘
南
工
科
大
学
講
師

ゆ
り
は
じ
め
氏

マ
受
講
料
一

【英
会
話
入
門

マ

日

程

毎
月

曜
日
、
後
期
全

・
時

間

午

前

手工芸教室・ 10月~平成7年3月

- 時間 午前は10時~12時、 午後は 1 時30分~3 時30分

・受講 料 11，000円(教材費別)

す
万
円

】
募
集
叩
人

第
1
・
第
3
火

ロ
回

目
時

i
u時

募 集

る
な
ど
数
々
の
受
賞
を
重
ね
、

現
在
は
小
田
原
市
の
ア
ト
リ
エ

で
精
力
的
な
制
作
活
動
を
続
け

て
い
る
。

今
回
の
展
覧
会
で
は
、
事
業

制
作
か
ら
最
新
作
ま
で
の
日
本

画
六
十
四
点
と
エ
ッ
チ
ン
グ
十

点
、
合
計
七
十
四
点
の
代
表
作

を
紹
介
す
る
。

ぜ
ひ
、
ご
鑑
賞
を
。

マ
会
期

9
月
日
日
(
日
)
ま

で

(毎
週
月
曜
日
は
休
館
)

マ
開
館
時
間
午
前
9
時
加
分

，・

3
午
後
4
時
印
分

マ
観
覧
料

一
般
六
百
円
、

大
学

・
高
校
生
四
百
円
、
中

学

・
小
学
生

二
百
円

マ
問
い
合
わ

せ

先

柴

術

館

(電
話
お
|
一
一
一
一
一

)

常
設
震
も
展
示
替
え

マ
講
師
元
金
沢
工
業
大
学
講

師

三
木
紀
子
氏

マ
受
講
料
一
万
二
千
円

【書
道
入
門
】

募
集
却
人

マ
日
程
毎
月
第
1
・
第
2
・

第
3
火
昭
日
、
後
期
全
日
回

・
時
間
午
前
9
時
加
分
1
ロ

時
泊
分

マ
講
師

書
草
会
主
宰

人

人

人

人

人

人

人

人

人

人

人

5

7

6

0

0

0

0

5

0

0

5

 

時 間

前

後

前

後

前

前

前

前

後

前

前

午

午

午

午

午

午

午

午

午

午

午

日設開名室教

守
長

草
心
氏

マ
受
講
料

一
万
八
千
円

【
竹
芸
教
室
〕

募
集
8
人

マ
日
程
毎
月
第
2
・
第
4
木

曜
日
、
後
期
金
ロ
回

・
時
間
午
後
1
時
叩
分
1
3

八
月
は
「
道
路
を
ま
も
る
月

間
」
で
、
八
月
十
日
は
「
道
の

日
」
。
道
路
は
、
市
民
の
み
な
さ

ん
の
動
脈
で
あ
り
、
生
活
に
な

く
て
は
な
ら
な
い
も
の
。

そ
の

く
せ
あ
ま
り
に
も
身
近
す
ぎ

て
、
道
路
の
大
切
さ
や
安
全
性

は
忘
れ
ら
れ
が
ち
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、

平
塚
市
に
は
市

マ
酒
谷
浩
国
際
写
真
家
・
漬

谷
氏
の
作
品
お
点
を
常
設
展
示

で
初
公
開

マ
鳥
海
背
児
問
い
合
わ
せ
が

多
い
た
め
、
鳥
海
氏
の
コ
ー
ナ

ー
を
設
け
、
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を

紹
介
す
る

第
U
回
平
塚
市

展
の
入
賞
結
果

吉
沢
)
、
市
長
白
石
川
久
治

(其
土
)、

市
議
会
議
長
賞

近
野
久
子

(夕
陽
ケ
丘
)

【
絵
画
・
彫
刻
】

出
品
百
点

・
市
展
大
賞

内
田
尚
子
(
四

之
宮
)
、
市
長
賞
坪
井
賀
子

(
八
重
咲
町
)
、
市
議
会
議
長

賞
今
井
李
々
子
(
大
磯
町
)

【写
真
】
出
品
百
四
十
四
点

・
市
展
大
賞
蓑
島
蹟
也
(
草

加
市
)
、
市
長
賞
笹
尾
佳
夫

(
南
原
)
、
市
誠
会
議
長
賞

杉
山
朋
子
(
黒
部
丘
)

監
査
の
結
果

公
共
施
設
は
大
切
に

点字ブロック

道
が
ど
の
く
ら
い
あ
る
の
だ
ろ

-つ。
市
道
の
総
延
長
は
、

二
千
九

百
三
十
四
路
線
で
六
十
八
万
六

千
九
百
二
十
ニ
肘
あ
り
、
平
塚

第 1 ・第 3火明日

11 

第 2・第 4火曜日

第 2 ・第 4水曜日

第 1・第 3木昭日

第 2 ・第 4木 1即日

第 l・第 3金曜日

11 

第 2 ・第 4金 l明日

第 2・第 4土曜日

をブ三歩 離か
を十道と ら
占 二 部な岡
めれ分つ山
てあはて県
い り十い合
る、五る敷
が全万。市
、 体 ーそま

誘導プロックは視力障害者のための 歩の千ので
出二 三 内の

もの。これでは危険/ の ニ 百 、距

管
理
事
務
②
結
果
適
正
に

管
理
さ
れ
て
い
る
も
の
と
認
め

ら
れ
た

マ
監
査
公
表
第
ロ
号
①
対
象

福
祉
会
館
ほ
か
日
施
設
の
維
持

管
理
お
よ
び
備
品
の
出
納
、
保

管
②
結
果
お
お
む
ね
良
好

に
管
理
さ
れ
て
い
る
も
の
と
認

め
ら
れ
た

マ
監
査
公
表
第
日
号
①
対
象

平
塚
市
土
地
開
発
公
社
、
(
財
)

平
塚
市
開
発
公
社
、
(
財
)
平

塚
市
生
き
が
い
事
業
団
、
(
財
)

平
塚
市
ス
ポ
ー
ツ
振
興
財
団
に

お
け
る
出
資
に
係
る
出
納
、
そ

の
他
の
事
務
②
結
果
各
団

体
と
も
事
業
は
出
資
目
的
に
沿

っ
て
お
り
、
事
務
処
理
は
お
お

む
ね
良
好
に
な
さ
れ
て
い
る
も

の
と
認
め
ら
れ
た

マ
監
査
公
表
第
M
号

①

対

象

経
済
部
、
公
営
事
業
所
、
市
民

部
、
都
市
整
備
部
に
お
け
る
予

算
の
執
行
等
財
務
に
関
す
る
事

務
②
結
果
経
済
部
・
公
営

事
業
所
お
お
む
ね
適
正
に
処

理
さ
れ
て
い
る
も
の
と
認
め
ら

れ
た
、
市
民
部

・
都
市
整
備
部

適
正
に
処
理
さ
れ
て
い
た

鱗工芸

レザーアート

押し花

深雪アートフラワ一

日本人形

ステンドグラス

カントリーステンシル

パンの花

木彫り

フラワーデザイン

手 編み

整
備
は
こ
れ
か
ら
。

し
か
し
、
最
近
こ
の
歩
道
部

分
に
、
自
動
販
売
機
や
捨
て
看

板
、
商
品
の
は
み
出
し
な
ど
が

目
立
っ
て
い
る
。
自
動
販
売
機

に
つ
い
て
は
、
県
が
は
み
出
し

対
策
協
議
会
を
設
置
し
、
九
月

末
ま
で
に
是
正
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。
そ
こ
で
問
題
と
な
る

の
が
商
品
の
は
み
出
し
と
、
視

力
障
害
者
用
の
誘
導
点
字
ブ

ロ
ッ
ク
。
物
を
置
か
れ
た
り
す

る
と
、
障
害
者
に
と
っ
て
は
大

変
危
険
。

市
民
の
み
な
さ
ん
、
道
路
や

歩
道
は
公
共
施
設
な
の
で
、
は

み
出
し
ゃ
占
用
を
し
た
り
し
な

い
よ
う
、
ぜ
ひ
、
気
を
つ
け
て

い
た
だ
き
た
い
。

市
民
相
談
室

(市
役
所

)
n
i
-
-
一
一
・
内
線
ニ
九
三

O
人
権
法
律
相
般
・
行
政
相
談

8
月
日
日(火)、
9
月
6
日

(
火
)
日
時
1
M
時

。
一
般
法
律
相
談
毎
週
水
曜
日
日
時
1
M時
、
予
約
制

8
月
は
休
み

O
登
配
供
託
測
量
相
股

9
月
9
臼
(
金
)
日
時

sm時

。
住
宅
相
桜

8
月
日
日
(
火
)
日
時

sm時

。
発
明
考
案
特
許
相
談

9
月
5
日
(
月
)
叩
時
5
日
時

。
下
情
取
引
相
桜

8
月
刊
日
(
木
)
日
時
却
分
S
M時

。
定
例
年
金
相
敵

9
月
8
日
(
木
)
叩
時
1
日
時

。
消
費
生
活
相
鎖

毎

週
金
曜
日
9
時
S
M
時

。
一
般
市
民
相
談
毎
週
月
1
金
曜
日
9
時

sm時

青
少
年
相
談
室
(
市
民
セ
ン
タ
ー
)
M
l七
三
一

一

。
青
少
年
相
股
毎
週
月
5
金
曜
日
9
時

t
m時
加
分

。
出
張
相
般
(
旭
北
公
民
館
)
8月
初
回
(
火
)
刊
時
t
，M
時

。
悩
み
ご
と
は

8

ヤ
ン
グ
テ
レ
ホ
ン
。

お
l
七
八
三
O

毎
週
月
3
金
曜
日
9
時

s
m時
却
分
(
土
曜

日
は
日
時

sm時
泊
分
)

福
祉
会
館
お
1

二
三
三
三

。
専
門
(法
樟
、
金
融
、
住
宅
、
医
療
)
相
談

9
月
8
日
(木
)

日
時
却
分

sm時
却
分
、
予
約
制

。
生
活
支
援
相
談
毎
週
月
5
金
曜
日
8
時
却
分
3
口
時

。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
相
談
毎
週
月
5
金
曜
日
8
時
却
分
3
口
時

。
結
婚
相
般

毎

週

日

曜

臼

叩

時

5
日
時

(第
3
日
噸
日

は
除
く
)

O
母
子
相
談

毎

週
月
1
金
曜
日
9
時
S
M
時

。
家
庭
児
童
相
談
毎
週
月
3
金
曜
日
9
時
'hM
時

。
婦
人
相
鎖

9
月
8
日
(
木
)
叩
時
1
日
時

。
高
齢
者
職
業
相
股
毎
週
月
5
金
幅
日
9
時
叩
分
S
M時

子
ど
も
教
育
相
談
セ
ン
タ
ー

(崇韓首
小
学
校
北
側
)

持

l
六
O
一
ニ

毎
週
月
3
金
曜
日
9
時
i
口
時
(
電
話
に

よ
る
相
談
は
毎
週
月

t
土
暇
臼
9
時
4
3
口

時
)



第 533望号広報ひらつか

家
族
そ
ろ
っ
て
夏
の
夜
の
ひ

と
と
き
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
こ

う
と
、
今
年
も

「別
湘
南
ひ
ら

つ
か
大
盆
お
ど
り
」
が
総
合
公

園
で
聞
か
れ
る
。

会
場
で
は
、
プ
ロ
の
歌
手
の

生
の
歌
声
に
合
わ
せ
て
踊
っ
て

い
た
だ
こ
う
と
、
高
井
真
由
英

さ
ん
な
ど
平
塚
出
身
の
歌
手
を

ゲ
ス
ト
に
迎
え
る
。
ま
た
、
飲

み
物
や
軽
食
の
模
擬
庖
も
出
庖

さ
れ
る
。

マ
日
程

8
月
初
日
(
金
)

s
n日
(
臼
)

・
時

間

午

後
6
時

5
9時

マ
会
場
総
合
公
園
平
塚
の
は

ら
っ
ば

大
相
撲
朝
げ
い
こ

盆
お
ど
り
を
感
り
上
げ
よ
う

と
、
元
大
関
朝
潮
の
若
松
親
方

率
い
る
若
松
部
屋
の
力
士
が
総

合
公
聞
を
訪
れ
る
。

朝
げ
い
こ
の
様
子
が
自
由
に

ご
覧
い
た
だ
け
る
の
で
、
ぜ
ひ

ご
来
場
を
。

マ
日
時

8
月
凶
日
(
金
)
、

幻
自
(
土
)
の
午
前
6
時
初
分

1
日
時

マ
会
場
総
合
公
園
テ
ニ
ス
コ

ー
ト
南
側
の
広
場

{問
い
合
わ
せ
先
}

総
合
公

園
管
理
事
務
所
(
電
話
回
l
二

一一
一一一一一一
)

畝
老
祝
翼
会
を
開
〈

平成6年 8月 15日

市
で
は

「
敬
老
の
日
」
を
お

祝
い
す
る
た
め
に
、
今
年
も
市

内
に
お
住
ま
い
の
七
十
七
歳
以

上
の
お
年
寄
り
、
結
婚
五
十
年

並
び
に
六
十
年
を
迎
え
た
ご
夫

妻
を
ご
招
待
す
る
敬
老
祝
賀
会

を
開
催
す
る
。
当
日
は
、
記
念

品
を
お
渡
し
す
る
ほ
か
、
村
田

英
雄
オ
ン
ス
テ
ー
ジ
な
ど
で
楽

し
ん
で
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ

て
い
る
。

後
日
、
会
場
ま
で
の
無
料
パ

ス
券
と
入
場
券
を
兼
ね
た
案
内

は
が
き
を
お
送
り
す
る
の
で
、

ご
確
認
の
う
え
、
ご
来
場
を
。

マ
日
時

9
月
刊
日
(
土
)

(3) 

ゲストは村田英銭。昭和33年

「無法松の一生Jでデビュー.

『豆E将 j などヒッ ト幽も多い。

-
午
前
の
部

(
午
前
9
時
印
分

s
u時
却
分
)
柴
善
、
松
原
、

富
士
見
、
港
、
花
水
、
な
で
し

こ
、
八
幡
、
真
土
、
大
野
(
四

之
宮
)
の
小
学
校
区
に
お
住
ま

い
の
方

・
午
後
の
部

(
午
後
1
時
5
4

時
却
分
)
午
前
の
部
以
外
の

地
区
に
お
住
ま
い
の
方

マ
会
場
市
民
セ
ン
タ
ー

敬
老
祝
い
金
を

敬
老
祝
い
金
(
対
象
は
七
十

七
歳
以
上
)
は
、
次
の
会
場
で

お
渡
し
す
る
。

後
日
お
送
り
す

る
案
内
は
が
き
と
印
鑑
を
ご
持

参
の
う
え
、
お
受
げ
取
り
を
。

入
居
者
を
募
集
す
る

9
月
8
日
か
ら
3
日
間
受
付

市
で
は
、
市
営
住
宅
の
空
き

家
に
入
居
を
希
望
さ
れ
る
方
を

六
月
、
九
月
、
十
二
月
の
三
回

募
集
し
て
い
る
。

九
月
の
申
し
込
み
は
、
九
月

八
日
(
木
)
、
九
日
(
金
)
、
十

二
日
(
月
)
の
三
日
問
、
午
前

九
時
か
ら
午
後
四
時
ま
で
市
役

所
B
会
諮
室
で
受
け
付
け
る
。

な
お
、
申
し
込
み
は

一
世
帯
に

つ
き
一
住
宅
に
限
る
。
ま
た
、

申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
せ

ん
と
な
る
。

入
居
資
格
、
募
集
住
宅
の
間

取
り
な
ど
に
つ
い
て
は
、
市
役

所
建
築
課
窓
口
、

M
N
ピ
ル
十

階
駅
前
市
民
窓
口
セ
ン
タ
ー
お

よ
び
各
公
民
館
で
お
配
り
す
る

「募
集
の
し
お
り
」
を
参
照
し

て
い
た
だ
き
た
い
。

。
九
月
の
入
居
者
募
集
住
宅

マ
万
田
貝
塚
住
宅

1
種
1
戸

お
よ
び
単
身
者
用
1
戸、

2
極

2
戸

マ
岡
崎
住
宅

1
種
5
戸
お
よ

び
単
身
者
用
1
戸、

2
種
4
戸

マ
龍
城
ヶ
丘
住
宅

1
種
1
戸

マ
虹
ケ
浜
テ
ラ
ス
住
宅

1
種

1
戸

マ
東
中
原
住
宅

1
種
4
戸、

2
種
2
戸

マ
虹
ケ
浜
東
住
宅

2
種
1
戸

マ
田
村
植
竹
住
宅

1
紐
単
身

者
用
1
戸

マ
宮
の
前
住
宅

1
種
4
戸

マ
中
原
下
宿
住
宅

1
種
2
戸

.
問
い
合
わ
せ
先
建
築
部
住

宅
係
(
内
線
四
六
四
)

児
童
手
当
の
現

況
届
の
提
出
を

国
保
加
入
の
取

り
扱
い
を
変
更

国
民
健
康
保
険
加
入
の
届
け

出
は
、
資
格
を
取
得
す
る
事
由

が
発
生
し
た
日
か
ら
十
四
日
以

内
に
し
て
い
た
だ
く
と
と
に
な

っ
て
い
る
。
こ
の
届
け
出
が
遅

れ
た
場
合
の
取
り
扱
い
が
、
十

月

一
日
か
ら
変
更
さ
れ
る
。

変
更
後
は
、
資
格
を
取
得
す

べ
き
白
か
ら
六
か
月

(現
在
三

状
況
)
屈
を
、
提
出
し
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

提
出
さ
れ
な
い
と
、
八
月
分

以
降
の
手
当
て
が
受
け
ら
れ
な

く
な
っ
て
し
ま
う
の
で
、
ご
注

意
を
。

・
提
出
期
限

9
月
ロ
日
(
月
)

・
提
出
場
所
児
童
福
祉
課
児

童
係
(
内
線
二

一
六
)

な
お
、
次
に
霞
当
す
る
方
は

手
当
て
を
受
け
る
資
格
が
あ
る

が
、
所
得
制
度
が
あ
る
の
で
詳

し
く
は
児
童
福
祉
課
児
童
係
へ

お
尋
ね
を
。

マ
児
盆
扶
養
手
当

・
対
象
母
子
世
帯
等
で
、
四

歳
(
中
度
以
上
の
障
害
が
あ
る

場
合
は
初
歳
)
未
満
の
児
笈
を

扶
聾
し
て
い
る
方
。
た
だ
し
、

公
的
年
金
を
受
け
ら
れ
る
場
合

は
除
く

・
支
給
額
児
童
1
人
の
場
合

は
月
額
三
万
九
千
三
百
八
十

円、

2
人
の
場
合
は
四
万
四
千

三
百
八
十
円
、

三
人
目
以
降
は

1
人
に
つ
い
て
二
千
円
を
加
算

す
る

マ
特
別
児
童
扶
養
手
当

・
対
象
身
体
ま
た
は
精
神
に

中
度
以
上
の
障
害
の
あ
る
初
歳

未
満
の
児
童
を
扶
聾
し
て
い
る

父
母
、
ま
た
は
父
母
に
代
わ
っ

て
児
童
を
扶
挫
し
て
い
る
方

-
支
給
額
重
度
障
害
児
は
月

額
四
万
七
千
八
百
円
、
中
度
障

害
児
は
三
万
一
子
八
百
六
十
円

か
月
)
以
上
経
過
し
て
い
る
と

き
は
、
六
か
月
(
同
三
か
月
)

前
の
一
日
か
ら
取
得
す
る
こ
と

に
な
る
。
た
だ
し
、
六
か
月
(
同

三
か
月
)
を
超
え
て
い
な
い
場

合
は
取
得
す
べ
き
白
か
ら
の
取

得
と
な
る
。

こ
の
変
更
に
伴
い
、
保
険
税

も
六
か
月
さ
か
の
ぼ
っ
て
課
税

さ
れ
る
の
で
、
届
け
出
は
お
早

め
に
。

※
問
い
合
わ
せ
先
保
険
年
金

課
保
険
税
係

(内
線
二
四
八
)

児
童
扶
養
手
当
と
特
別
児
童

扶
接
手
当
を
受
け
て
い
る
方
は

毎
年
こ
の
時
期
に
現
況

(所
得

マ
日
時
お
よ
び
会
場
(
午
前
は

{
午
後
}
富
士
見
、
花
水
、
須

9
時
加
分

i
u時
、
午
後
は
1

賀
公
民
館

時
却
分
，
・
3
4
時

)

・

8
月
目
白

(
水
)

-
8
月

μ
日

(水
)

{
午
前
・
午
後
】

市
役
所
1
階

{
午
前
}
吉
沢
、
金
目
、
金
田
、
市
民
ホ
1
ル
(
崇
普
・
松
原
)

城
島
公
民
館

-問
い
合
わ
せ
先

高
齢
福
祉

{
午
後
〕

土
屋
、
金
目
、
岡
崎
課
(
内
線
一

一一

一
)

公
民
館
、
横
内
団
地
自
治
会
館

-
8月
お
日

(木
)

{
午
前
〕

真
土
、
松
が
丘
公
民

館
、
田
村
自
治
会
館

{
午
後
}
横
内
、
大
神
、
盟
国

公
民
館

・
8
月
白
日

(金
)

{
午
前
}
旭
南
、
中
原
、
八
幡

公
民
館

{
午
後
}
旭
北
、
南
原
、
四
之

宮
公
民
館

・
8
月
初
日
(
火
)

{
午
前
}
富
士
見
、
花
水
、
須

賀
、
な
で
し
こ
公
民
館

コ
ミ
『
ユ
一
一
一ア
ィ

備
品
貸
し
出
し

市
で
は
、
地
域
で
行
わ
れ
る

イ
ベ
ン
ト
を
盛
り
上
げ
て
い
た

だ
こ
う
と
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
備

品
を
貸
し
出
し
て
い
る
。

今
回
、
申
し
込
み
を
受
け
付

け
る
の
は
、
十
月
か
ら
来
年
三

月
ま
で
の
期
間
に
利
用
を
希
望

す
る
自
治
会
、
子
供
会
な
ど
地

域
で
活
動
し
て
い
る
団
体
。

申
し
込
み
は
、
八
月
二
十
五

日
(
木
)
ま
で
に
、
地
域
づ
く

り
課
市
民
生
活
係
(
内
線
二
六

一
ニ
)
へ
。
な
お
、
希
望
日
が
他
国

体
と
重
な
っ
た
場
合
は
抽
せ
ん
。

マ
貸
し
出
す
備
品
焼
き
そ
ば

台
・お
で
ん
鍋
・焼
き
物
器
(
新

規
購
入
)
、
テ
ン
ト

・
紅
白
幕

二
部
新
規
購
入
)
、
綿
菓
子

機
、
発
電
機
な
ど

マ
貸
し
出
す
期
間

5
日
以
内

※
抽
せ
ん
は
8
月
却
日
(
月
)

午
前
9
時
か
ら
市
役
所
B
会
議

室
で
行
う

市
民
ア
ナ
ウ
ン

サ
ー
を
募
集
中

広
報
広
聴
棋
で
は
、
ケ
ー
ブ

ル
テ
レ
ビ
で
放
送
し
て
い
る
市

の
広
報
番
組
「
こ
ん
に
ち
は
市

役
所
」
の
市
民
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー

総
合
案
内
所
を
移
設

駅
ピ
ル
「
ラ
ス
カ
」
の
改
装

に
伴
い
、
湘
南
ひ
ら
つ
か
総
合

案
内
所
を
八
月
十
八
日
(
木
)

か
ら
九
月
三
十
日
(
金
)
ま
で

M
N
ピ
ル
十
階
に
移
し
、
業
務

を
行
う
。

な
お
、
十
月

一
日

(土
)
か

ら
は
、
ラ
ス
カ
二
階
に
新
装
オ

ー
プ
ン
す
る
。

・
問
い
合
わ
せ
先
商
業
観
光

線
観
光
係
(
内
線
五
四
九
)

'.8月納期の市税・手数料 川

.対象税等

・市県民税 (第 2期}

・国民健康保険税 (第 3期〉

・国民年金保険料 (第 5期)ー

・清掃し尿従盆手数料 (第 5期)i 
. 納 期最終日 8月31日(水)

一
人
を
募
集
し
て
い
る
。

マ
応
募
資
格
市
内
に
お
住
ま

い
の
四
歳

1
お
歳
ま
で
の
未
婚

の
女
性
(
高
校
生
は
除
く
)

マ
仕
事
の
内
容
毎
週
水
曜
日

午
後
か
ら
の
番
組
収
録
時
に
、

市
か
ら
の
お
知
ら
せ
を
ア
ナ
ウ

ン
ス
す
る

マ
応
募
方
法
市
販
の
履
歴
書

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
広
報

広
聴
楳
(
内
線
三
一

四
)
へ
本

人
が
直
接
持
参
す
る
。

女
性
情
報
誌
の

編
集
委
員
募
集

市
で
は
、
女
性
情
報
誌
の
編

集
委
員
を
募
集
す
る
。

応
募
は
、
「
女
子
大
生
の
就

職
難
」
、

「夫
婦
別
姓
の
法
制

化
」、
「
熟
年
離
婚
の
増
加
」
の

い
ず
れ
か
を
テ
1
マ
に
し
て
自

分
の
意
見

・
感
想
を
四
百
字
詰

め
原
稿
用
紙
三
枚
以
内
に
ま
と

め
て
、
住
所
、
氏
名
、
生
年
月

日
、
職
業
、
電
話
番
号
を
記
入

の
う
え
、
九
月
二
日
(
金
)
ま

で
に
〒
加
平
塚
市
宝
町
三
ー

一

ひ
ら
つ
か
ス
カ
イ
プ
ラ
ザ
内
平

塚
市
女
性
行
政
推
進
室
(
電
話

幻
|
七
五

O
O
)
へ。

マ
応
募
資
格
市
内
に
お
住
ま

い
、
お
勤
め
の
四
歳
以
上
の
方

マ
募
集
人
数

5
人

マ
任
期
平
成
8
年
3
月
紅
白

ま
で

みを木の刈Dけ瞳とあなたの声を広聴パドローJレ

生け垣や庭木の筏ガ道路側に出て

いるだめ、受通標識やカーブミラー

ガ見えにくく、~通に吏障をき芝し

ているので、刈り込みをお願いしま

市民 のみなさんの意 見や要望、

苦情など を 聴 き、市政 に反映させ

ます。 お気軽にご利用を

く)8月30日(火)
• 19時 --21時

.豊田公民館

く)8月31日(水)
• 14時 --16時

.城島公民館

交 通安全課 (内締 255)

す。

-問い合わ せ
※問い合わせは広報広聴課広聴担当へ(内線 355)



(4) 平成6年 8月 15日広報ひらつか

く
消
し
、
万
が
一
火
事
に
な
っ

た
ら
、
燃
え
広
が
る
前
に
消
す

こ
と
が
、
被
告
を
最
小
限
に
食

い
止
め
る
こ
と
に
な
る
。

-
外
へ
飛
び
出
さ
な
い

最
近
の
家
屋
は
、
そ
う
簡
単
に

は
倒
壊
し
な
い
と
い
わ
れ
て
い

る
。
慌
て
て
外
に
飛
び
出
す

と
、
窓
ガ
ラ
ス
や
屋
根
が
わ
ら

な
ど
の
落
下
も
あ
り
、
か
え
っ

て
危
険
な
場
合
が
多
い
。

AV
机
の
下
で
身
の
安
全

家
具
が
倒
れ
た
り
、
照
明
器
具

が
落
下
し
た
り
す
る
危
険
が
あ

る
の
で
、

机
な
ど
の
下
に
体
を

隠
し
、
落
下
物
か
ら
身
を
守
る

こ
と
が
大
切
。

-
慌
て
て
降
り
な
い

二
階
は

一
階
よ
り
安
全
で
あ

る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
慌
て
て

降
り
る
と
、
揺
れ
て
い
る
聞
の

階
段
は
か
え
っ
て
危
な
い
。
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地
震
は
い
つ
ど
ん
な
時
に
襲
っ
て
来
る
か
分
か
ら
な
い
。
し
か
し
、
日
ご
ろ
か
ら
の
備
え
や
心

構
え
に
よ
り
被
害
を
最
小
限
に
食
い
止
め
る
こ
と
は
で
き
る
。
九
月

一
日
は
防
災
の
目
。
こ
の
機

会
に
も
う

一
度
、
家
庭
や
職
場
で
災
害
時
の
対
応
に
つ
い
て
確
認
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

札t乙.bOC)~fj~ -マゾ}

第 533号

地域拠点 基地はおか所の小・中学校

に、また広域避難場所は火災が延焼 ・

拡大する恐れのある地区に設 位 さ

れる。避難については、市や防災

関係機関の指示 によるものと

市民のみなさんの自主的な判

断によるものがあるが、

いずれにしても状況を的

確に判断し、冷静に

行動することが大切。

• 
主屋小学筏

A-す
ば
や
く
火
の
始
末

大
地
震
が
発
生
し
た
場
合
、
何

去
り
も
恐
ろ
し
い
の
は
二
次
災

害
と
し
て
起
乙
る
火
災
。
大
正

十
二
年
の
関
東
大
地
震
に
よ
る

死
者

・
行
方
不
明
者
十
三
万
人

は
、
ほ
と
ん
ど
が
火
災
に
よ
る

犠
牲
者
と
い
わ
れ
る
。

使
用
中
の
火
気
は
、
す
ば
や

地
域
拠
点
基
地
と
は

災
害
が
発
生
し
た
り
、
発
生

す
る
恐
れ
が
あ
る
場
合
、

二
十

五
か
所
の
小
・
中
学
校
に
地
域

拠
点
基
地
が
設
置
さ
れ
る
。

各
拠
点
基
地
に
は
、
八
人
か

ら
十
四
人
の
市
職
員
が
配
備
さ

れ
、
情
報
の
収
集
伝
達
・
被
害

状
況
の
把
握

・
地
域
内
の
救
援

救
護
活
動
な
ど
に
あ
た
る
こ
と

に
な
っ
て
い
る
。

す五生時刻と イ をに 1 
の十 レ 防 当 義あ九 1
て八ン 日わ月 1
車庭や 分か同開を e《Z刊̂'は、雪るせて目 ! 

ら語千じ東大 ミーー 組問議 。防災面2 1 1 

聾など貧哨ら 農一 三災 1
時桑の 司11 長の 編訓旦告 11 

マ 午前 マ田 i町h痩、 い。練すIVII確ので 1 

壇言吋 lウ 保人 1
時 」 をや^!

9 参加 し笹 川
兎釜 分5月1 てい用中 4rM 1 l 

59日 たの身 1
分( を だ火の 1

木 ぎを安
た消全 1

一一一一一一一一一一一一←

広
域
避
難
場
所
と
は

火
が
燃
え
広
が
り
、
辺
り

一

面
が
火
の
海
に
な
っ
て
も
熱
か

ら
身
を
守
る
こ
と
が
で
き
る
安

全
な
場
所
が
広
域
避
難
場
所
。

こ
の
場
所
は
、
周
り
が
火
の

海
に
な
る
よ
う
な
危
険
が
迫
っ

た
と
き
に
避
難
す
る
場
所
で
、

「讐
戒
宣
言」

が
発
令
さ
れ
た

り
、
地
震
が
発
生
し
た
か
ら
と

い
っ
て
、
た
だ
ち
に
避
難
す
る

場
所
で
は
な
い
。

臨
時
救
護
所

大
地
震
が
発
生
し
、
多
く
の

負
傷
者
が
出
た
場
合
、
拠
点
基

地
や
病
院
な
ど
十
三
か
所
に
臨

時
救
護
所
が
設
置
さ
れ
、
市
内

の
開
業
医
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登

録
を
さ
れ
て
い
る
方
々
が
救
誼

に
あ
た
る
。
お
近
く
の
臨
時
救

護
所
を
確
認
し
て
お
い
て
い
た

だ
き
た
い
。

景
岡
桐

夜
向
怖

と
日
ん

み
い
持

並
し
開

街
美
緋

私
の
住
ん
で
い
る
日
向
岡

は
、
西
に
岱
士
山
、
北
に
大

山
を
仰
ぎ
、
南
に
は
湘
南
平

や
相
模
湾
を
眺
望
で
き
る
小

高
い
丘
の
上
に
あ
り
ま
す
。

私
は
、
こ
の
奨
し
い
景
色
を

満
喫
し
な
が
ら
、
毎
日
愛
犬

と
一
緒
に
朝
夕
の
散
歩
を
し

て
い
ま
す
。

コ
ー
ス
は
、
ま
ず
家
を
出

て
四
季
折
々
の
草
花
に
彩
ら

れ
た
住
宅
街
を
五
分
ほ
ど
歩

き
、
長
い
階
段
の
上
に
出
ま

す
。
眼
下
に
広
が
る
平
塚
の

街
並
み
を
楽
し
み
な
が
ら
階

段
を
下
り
ま
す
。

く
す
の
木
の
並
木
が
連
な

る
メ
イ
ン
道
路
に
出
て
、
な

だ
ら
か
な
坂
道
を
登
る
と
、

右
手
に
緑
の
濃
淡
の
衣
を
ま

と
っ
た
湘
南
平
が
見
え
て
き

私
の
好
き
な

散

歩

道

• 

• 

ま
す
。
左
手
に
は
、
大
き
く

広
が
る
平
塚
の
街
並
み
。
そ

の
先
に
は
、
江
の
島
、

三
浦

半
島
が

一
望
で
き
ま
す
。
こ

の
場
所
は
、
特
に
夜
長
が
す

ば
ら
し
く
、
相
模
湾
沿
い
に

輝
き
広
が
る
光
の
酌
は
、

星

座
の
よ
う
で
絶
長
で
す
。

途
中
、
山
王
山
公
園
に
立

ち
寄
り
、
木
立
ち
に
固
ま
れ

た
ベ
ン
チ
で
休
憩
し
ま
す
。

木
も
れ
日
の
優
し
さ
の
中
で

小
鳥
の
さ
え
ず
り
と
、
心
地

よ
い
風
を
し
ば
ら
く
松
館
し

た
後
、
ぶ
ど
う
畑
を
通
り
、

家
路
へ
と
向
か
い
ま
す
。

わ
ず
か
三
十
分
余
り
で
す

が
、
大
好
き
な
散
歩
道
で
す
。

〈募
集
〉
日
常
楽
し
ん
で
通

る
散
歩
道
を
紹
介
し
て
い
た

だ
く
コ
ー
ナ
ー
。
五
百
字
程

度
の
紹
介
文
を
お
寄
せ
く
だ

さ
い
。

。
送
り
先
一

T
m平
塚
市
浅

間
町
9
1
1

平
塚
市
広
報

広
聴
課

「私
の
好
き
な
散
歩

道
」
係

※
鈴
川
沿
い
の
散
歩
道
を
投

稿
さ
れ
た
方
、
お
名
前
が
抜

け
て
い
ま
し
た
の
で
広
報
広

聴
課
ま
で
ご
連
絡
を
。

友好都市

B席3.000円{小・中・高校生はA・B席

に限り2.000円、市民センターで発売)

0前売り 7月24日(日)午，pno時から市

民セ ンタ一、ヤンレイレコー ド(ラスカ

4 F)、稲元屋楽器底、サクラ魯1苫コミ

ック館、チケットぴあ (良崎屋 4F)、

花水窃底、チケッ トセゾンで販売。

・電話予約 市民センターへ

-問 い合わせ市民セ ンター電話32-

2235 

忘wまJ~ffi~~了一

10月9日(日)--11日(火)
・コース 平;燦ー河口湖ー 中神川一高

山市飛騨の皐(市民交流会)、高山

宵祭り見学一宮村(泊) 一高山祭 り

自由見学一日山(泊) ー飯 田一天竜

船下りー りんご狩りー諏訪湖一平塚

・費用 38，000円

・募集人員 45人

・申し込み伊豆箱根ト ラベル

電 話21-6058

・問 い合 わ せ 交流 親善課

内華ぷ597

日時 10月 9日(日)

開場午後 1時30分、開演2時

会 場市民セ ンター
・出演 指揮松尾菓子、ピアノ横 山幸雄

・曲目 チ ャイコ フスキ ープ ログラム

ピアノ協奏曲第 1番 OP.23

三 大バレエハ イ ライト 「白 鳥の湖」ほか

く〉入場料 S席 4.500円、 AI$4，OOO円、
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府局.，>>-， 市
で
は
毎
月
一
日
を
「
地
震

防
災
の
臼
」
と
定
め
、
防
災
点

検
を
し
て
い
た
だ
く
よ
う
呼
び

掛
目
て
い
る
。

地
震
が
発
生
し
た
と
き
に
被

害
を
最
小
限
に
抑
え
る
た
め
に

は
、
日
ご
ろ
か
ら
防
災
に
関
す

る
知
識
を
身
に
つ
け
、
い
ざ
と

い
う
と
き
に
冷
静
に
行
動
す
る

こ
と
が
大
切
。

家
庭
や
職
場
で
、
災
害
が
起

き
た
と
き
の
避
難
方
法
や
連
絡

方
法
、
役
割
分
担
な
ど
に
つ
い

て
話
し
合
っ
て
お
こ
う
。

広報ひらつか

主 権 寄 彩
、噌 ~~\ß~
どのチームが勝ってるの

平成6年 8月寸 5日(5) 

ポールをよく見て掘り抜こう

トボール大会

:金 曜胃止さ:
少年野球・少女ソフ

水 (1人 1日 3 ~ x 3自 分)

E三B

火~日曜日 9 時~16時50

第
三
十
一
回
の
少
年
野
球
と

十
三
回
目
を
迎
え
た
少
女
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
大
会
が
、
七
月
二
十

九
日
か
ら
八
月
二
日
ま
で
市
民

ス
ポ
ー
ツ
広
場
を
中
心
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
参
加
し
た
チ
ー

ム
の
球
児
た
ち
は
炎
天
下
の
中

一
生
懸
命
に
ボ
l
ル
を
追
っ
て

い
ま
し
た
。

世話31ー0415

|美術館I

包括53-1232

電話36-3555

E図・・E言書・・3ヨ
-期間 9月20日(火)まで

・会場博物館寄贈品コー ナ ー

【遺跡見学会】

・日 時 8月21日 (日) 14時~15時30

分(岡崎 神社境内に集会)

・場所岡崎地区

。休館艮 毎 週 月 昭 目 、 月 末

。博物館

干 254浅間町12-41

。よだかの星

・投影期間 9月 4日まで

・投影日 夏休み期間中は水 ・木 ・土 ・

臼I磁臼 (水・木・土曜日の11時は団体

予約優 先)

-投影時間 11時、 14時

。ハップルスペーステレスコープ

・投影期間 9 月 10 日 ~10月 30 日

・投泌白 土 ・日眼目

・投影時間 11時・ 14時

食プラネタリウム

女星を見る会

互の昼座に親しもう(参加自由)

・日 程 8月 18日{木)、 25日 (木)

・時間 19時~20時30分

・場所博物館屋上(科学教室集合)

[m23回大門官悠会展】

・期間 8月 17日(水) ~21日(日)

【ヴィヴィラヴィ ・アートフォ ー ラム

展 】

・期間 8月25日(木) ~28日(円)

【第 19回湘商工芸家協会民】

・期間 8 月 31 日(水) ~ 9 月 6 日(火)

【第 25回神奈川現展】

・期間 9 月 7 臼(水) ~9 月 11 日(日)

O休館日 毎週月曜日、 9月 13日(火)

O美術館

〒254 西 八 幡1-1-3

会市民アートギャラリー
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包括35-2111

電 話33-5111

量三軍羽I!--'二.翠
会こども音楽教室

カ自由研究相談会

テーマの設定や研究の進め方など何

でも気軽に相談してみよう

・日時 8月23口 (火) 9 時~12時

・会場博物館科学教室{参加自由)

会漂着物を拾う会

海岸に打ち上げられた動物 ・植物・

人工物を集めて捌べよう。

・日時 9月 10日 (土) 9 時30分~15

時(雨天時中止)

・場所 平塚海岸(花 水川橋平塚側た

もと集合)

会夏期特別展
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